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はじめに 

 

国民の社会福祉支援ニーズに応える力量を持った専門職の養成に関する需要の高まりは、平成

19 年の「社会福祉士及び介護福祉士法」の改正による社会福祉士の養成カリキュラムの改訂に明

らかである。その潮流のさなかにあって、精神保健福祉士も国家資格化から 12 年を経て、カリキ

ュラム見直しに向けた検討が実施された。平成 20 年 10 月 21 日に公表された「精神保健福祉士の

養成の在り方等に関する検討会」の中間報告書では、資格法施行後の社会状況や精神保健福祉士

の就業実態の変化等に対応し、より実践力の高い精神保健福祉士を養成することは、国民の多様

なニーズに応える上でこれまで以上に重要な課題である、と位置づけられた。 

養成校教員と現場指導者の協働によって次世代の専門職を養成することの意義は、殊に実習教

育という側面において、双方から重視されて久しい。とりわけ、実践現場における実習教育は不

可欠な要素の一つとして、そのあり方にも種々検討が施されているところである。 

現在、「精神保健福祉援助実習」は、精神保健福祉士法の定める要件を満たす施設機関において、

法の定める資格を有する指導者の下で行われている。また、社団法人日本精神保健福祉士協会（以

下「本協会」という）は、これまで 7 年間連続して実習指導者養成研修を実施しており、300 人

を超える修了者を数えるに至っている。 

しかしながら従来の実習指導体制では、今日多様な広がりを見せる国民のニーズや期待に応じ

ることのできる精神保健福祉士の養成としては、不十分であるとも指摘されている。 

そこで、実習施設における実習教育の必要性と重要性を再検証し、指導力のある実習指導者を

養成するために望ましい研修プログラム（実習指導者養成研修プログラム）の開発及び、それら

実習生を養成する教員の指導力向上のための研修プログラム（精神保健福祉援助実習・演習指導

教員講習会）の開発を目的として本事業を実施する。 

本事業の実施手順と方法は以下の通りである。 

１．基礎研究 1 として、過去に本協会が実施した実習指導者養成研修報告書や受講者アンケート

回答等から考察を行う。 

２．基礎研究 2として、平成 16 年度に本協会が実施した「精神保健福祉士教育養成課程における

実習の指標に関する調査研究」を概観する。 

３．基礎調査 1 として、精神保健福祉士の養成課程を有する大学及び養成施設等における現場実

習の実施方法や実習施設における実習指導者に期待すること等を調査し、大学・養成施設等か

ら見た望ましい実習指導方法を明確にする。 

また、当該大学及び養成施設等の実習担当教員の研修受講状況や現状の研修内容、求められ

る研修内容等を調査し、実習担当教員に必要な研修内容等を明確にする。 

４．基礎調査 2として、実習施設の実習指導者の指導内容を調査し、現状分析を行う。 

５．基礎調査 3 として、現任精神保健福祉士に、体験した実習指導の効果と実効性をアンケート

調査する。 

６．実習指導者養成研修のプログラム開発調査として、基礎研究及び基礎調査を基に、本協会構

成員を対象とした認定実習指導者の養成について、試行プログラムによる研修会（2 か所、各

50 人定員）を開催し、モニタリングを行って望ましい研修プログラム案（受講要件、科目、シ

ラバス、講師要件等）を作成する。 

モニタリング方法は、①受講者へのアンケート（全数調査）、②受講者へのグループインタビ

ュー（抽出調査）、③講師・演習グループリーダーへのアンケートにより総合的に評価する。 



 2

７．実習担当教員養成研修のプログラム開発調査として、基礎調査等を基に、日本精神保健福祉

士養成校協会の会員関係者を対象とした実習担当教員養成に係る試行プログラムによる研修（1

か所、約 20 人程度）を開催し、①受講者へのアンケート（全数調査）、②フォーカス・グルー

プインタビュー（抽出調査）から、望ましい研修プログラム案（受講要件、科目、シラバス、

講師要件等）を作成する。 

 

なお、上記のうち、1～2、4～6 を本協会で実施し、3 及び 7 の実務展開においては、一般社団

法人日本精神保健福祉士養成校協会（以下「精養協」という）に委託実施し、本報告書では第２

部に掲載している。 

本協会では、上記の企画運営のために研修企画運営委員会（12 人）を設置し（年 2 回開催）、

調査集計分析と研修プログラム開発のために企画検討小委員会（5人）を設置した（年 5回開催）。

精養協では、研究委員会を設置して本事業を展開した。 

 

 

 

 


